ドライ ■ ドック 

K 造船 工場の 第二 号 乾船渠 に 勤めて いる 原 田 喜 三 

郎と山 田 源 之 助の 二人が 行方不明に なつてから 五日 目 

の 朝の 事で ある。 

失踪 者の 一 人、 原 田 喜 三郎の 惨殺 屍体が、 造船 工場 

ほど い しらせ 

から 程遠から ぬ 海上に 浮び 上 つ たと 云う 報告 を 受けて、 

きょ うすけ 

青山 喬 介と 私 は、 暖ぃ 外套 を 着込む と、 大急ぎで 工場 

まで やって来た。 

と ち 

原 田 喜 三 郎と山 田 源 之 助 は、 二人共 K 造船所 直属の 

にゅうき よせん ボ タム 

カンカン ムシで、 入渠 船の 修繕 や、 船底の カキォ コシ、 

塗り 換えな ど をして 食って 行く 労働者で ある。 その 二 

しま 

人が 五日 前の 晩から 行方不明 になって 了い、 捜査に 努 



力した 水陸 両 警察署 も、 何等の 手掛を 得る 事 も 出来ず、 

事件 は そのまま 忘れられようと していた 時の 事 だけに、 

半ば 予期して いた 事と は 言え、 失踪 者の 惨殺 屍体が 発 

見され たと 聞いて、 私達が 飛 上った の も 無理から ぬ 話 

である。 

まつす 

門前で 車 を 降りた 私達 は、 真直ぐ に K 造船所の 構内 

へやって 来た。 事務所の 角 を 曲る と、 鉄工 場の 黒い 建 

バック ドライ ■ ドック 

物 を 背景に して、 一 一つの 大きな、 深い、 乾船渠 の 堀が 

横たわつ ている。 その 堀と 堀の 間に は、 たくましい ク 

むれ そび 

レ ー ンの 群が 黒々 と 聳え 立って、 その 下に 押し潰され 

そうな 白 塗りの 船員 宿泊所が 立って いる。 発見され た 



けた 様な 穴が、 破壊され た 骨片 をむ き 出して 酷ら し 

くぶち ぬかれて いる。 屍体の 背面に は 表側と 同じ様に、 

しょしょ 

深い 擦過傷が 所々 に 喰い 込み、 労働 服の 背中に はま だ 

こくしょく 

柔ぃ 黒色 の 機械油が、 引き裂かれた 上着の 下の ジャ 

ケット の 辺りまで、 引つ こすった 様に べっとり と 染み 

込んで いる。 そしてお よそ 私達 を 吃驚 さした 事に は、 

後へ 廻され た 両の手 首 は 丈夫な 麻緦で 堅く 縛られ、 

すつ こきの 結び 玉から 何に かへ くく リ 付けた 様に 飛び 

フィ I 卜 ち ぎ 

出して いる 綱の 続き は、 一 呎 程の 処で 荒々 しく 千切 

れ ている 事 だ。 黒い 機械油 は、 手首から 麻 網の 上まで 

ベ つと り 染み付い ている。 



ゆ 

て 行きました。』 

ちょ つ と 

『 一 寸待 つて 下さ い。』 と 喬介は 側に 立 つていた 

菜 葉 服の 一 人に 向って、 『その 晚、 夜業 は 確かにあった 

んで すね？』 

『いいえ。 夜業はなかったです。』 労働者が 答えた。 

『なかった？ ふむ。 ない もの を あると 言う からに は、 

何 か 知られ 度くない 事情が あつたん だな。 お 内儀さん、 

心 当り は 御座居ません か？』 

『別に、 御座居ません けど 』 

『そうです か。 で、 御主人 は 一 人で 出掛ら れた 〔# 

「出掛ら れた」 は ママ U んで すね？』 



体へ 加えられて 行った 順序 だ。 確かに あれ 丈け の 変化 

がー 度に 起った と は 思われん。 いや、 それ どころ か 

おのおの 

各々 の 変化に は、 みんな ハツ キリした 順序が 見えて い 

る。 後頭部の 打撲傷 や 身体 各所の 激しい 擦過傷 を 思い 

出し 給え。 あの 二通りの 傷 は、 心臓部の 刺傷に 比較し 

て 恐ろしく 周囲の 皮膚が 擦りむ けて いたね。 一体 人間 

の 皮膚と 言う 奴 は、 勿論 生きて いる 人間の、 而も 薄い 

上皮で はなく あの 屍 人の それの 様に 一 枚 下の 厚い 奴の 

やすやす 

事 だよ。 そう 言う 皮膚 は、 あんなに 易々 と 傷口の 周囲 

しま 

まで まくれて 了う もの かね？ 僕 はそう 思えな いんだ- 

只、 もう 息の 通って いない、 そろそろ 虫の 湧き かかり 



あの 黒い 機械油の シミ だが、 溶け 加減と 言い、 染み ェ 

合と 言い、 確かに 暫く 水浸しに なって いたに 違い はな 

すべ 

いが、 凡ての 傷の 一番 最後から 着いた ものなん だ。 

な ぜ うわぎ ほころ 

何故って あの 油 は、 背中の 上部の 上衣から、 綻びの 中 

の ジャケット や 擦り 破れた 肌の 上まで、 そして 縛られ 

た 麻 網の 表側へまで も、 ひっこす つた 様に 着いて いた 

からね。 さあ、 これで 一通り この 方 は 済んだ 積り だ。 

げんじょう 

ひとつ、 これから 殺人の 現場 を 調べて 見よう じゃあ 

に ヽ ゝ o コ 

る レカ』 

喬介 はこう 言って、 鉄工 場の 方へ どんどん 歩き 出し 

た。 私 は 驚いて 思わず 声 を 挙げた。 



て 了った トタンに、 めり 込んだ 鉄屑なん だ。 僕 はこの 

げんじょう 

推理の 延長から、 殺人の 現場 を 直感す る。 それ は旋 

盤 工場で ある。 旋盤工 場 は あの 鉄工 場の 一 部に ある 害 

そ こ くす すて. i 

だ。 其処の 裏手の 屑 捨場まで 歩けば、 もう それで 充分 

だ。』 

ゆき あ 

私 は 黙って 喬 介の 後へ 続いた。 途中で 行 逢った 職工 

の 一 人に 屑 捨場の 所在 を 訊ねた 私達 は、 それから 間 も 

なく 鉄工 場の 隅の 裏手へ やって来た。 其処に は、 油で 

黒くな つた 古い 鉄粉 や、 まだ 銀色に 光る 新しい 鉄粉が、 

山と 積つ て 捨てられて ある。 

喬介は 直ちに 手袋 を はめる と、 比較的 新ら しい 鉄屑 



喬 介が 笑いながら 私の 前へ 差し出し たの は、 飛び ッ 

き リ かざ リ 

切 上等の 飾が 付いた 鋭利な 一 丁の ジャックナイフ だ。 

鉄屑の 油 や 細かい 粉で 散々 に穢れ ている が、 刃先の 方 

に は 血痕ら しい 赤 鯖が 浮いて いる。 

『残念 だが こう 穢れ ていて は 迚も 指紋の 検出 は 出来 

ん。』 

喬介 は、 手袋の 指先で、 柄 元の 塵 を 払い 退けた。 と、 

あざ や 

鮮 かに G • Y と 刻んだ 二 文字の 英字が 見えて 来た。 

途端に、 私の 頭の 中で 電光の 様な 推理が 閃 いた。 G . 

Y と は、 「山 田 源 之 助」 を 口 ー マ 字 綴りに した 場合 

の 頭文字の 配列で ある。 そこで 私 は、 すかさず 言葉 を 



かな 会話 を 覚えて いるだろう？ あの 会話 は、 あの 晚 

二人の 間に 「若僧」 と 呼ばれた 一人の 第三者が 関係し 

ていた 事 を 意味す る。 勿論、 その 第三者と 言う 男 は、 

としわか 

二人よりも 年若であった ろうし、 そして 又 —— 』 

喬介は 茲で語 を 切る と、 腰 を 屈めて 何 か 鉄屑の 間 

から 拾い あげた。 よく 見る と 鉄屑の 油で 穢れ てはいる 

が、 まだ 新しい 中味の 豊富な 広告 マッチ だ。 レッテル 

の 図案の 中に 「小 料理. 関東 煮」 として ある。 喬介は 

微笑しながら 再び 語 を 続けた。 

『そして 又 そ の 男と 言う の はだね。 恐らく 此の 頃 何処 

か、 多分 西の方へ でも 旅行した 事の ある 男 だ。 どうし 



てって、 ほら 君の 見る 通り この ナイフの 側に 落ちて い 

た 広告 マッチの レッテルに は 「小 料理. 関東 煮」 とし 

われわれ 、-ゎ 力 る 

て ある。 関東 煮と は、 吾々 東京 人の 所謂お でんの 事 だ 

よ。 地方へ 行く とおでん の 事を好く 関東 煮と 呼ぶ。 殊 

に 関西で は、 僕 自身 度々 聞いた 名称 だよ。 従って、 こ 

の マッチ は、 レッテルの 文案に 「関東 煮」 として ある 

だけで、 充分に 東京の 料理店の マッチで ない 事 は 判る 

害 だ。 —— 』 

『いや、 もういい。 よく 判った よ。』 

ね だ 

私は喬 介の 推理に、 多少の 嫉ま しさ を 感じて 口 を 入 

れた。 喬介 は、 先程の ジャックナイフ を ハンカチに 包 



ちょうど 

の 溜りの 中央が、 丁度 被害者の 背中で こすり 取られた 

らしく、 白つ ぼい コンク リ —„ ^の 床 を 見せて、 溜り を 

左右 一 一つに 割って いる。 

『誰が こぼしたん です？』 

『水夫です。 五日 前の 朝から 昨晩まで 修繕の 為め に 

にゅうきょ 力— ゴ. ボ— ト てんしょ うまる 

入渠して いた 帝国 郵船の 貨物船で、 天祥 丸と 言う 

船の セ— ラ— です。 推進機の 油差しに 出掛けて 誤って 

こぼしたら しいです。』 

『ああそう です か 』 

こう 言つ て喬介 は、 何 か 失望した らしく 首 をうな だ 

ふさ しま やが 

れて欝 ぎ 込んで 了った が、 鱸て 何 思った か 元気で 顔 を 



『で、 その 天祥 丸って 言う 船 は、 今 何処に いるんで す 

か？』 

て、， 1 ぷ く な 

『今 は 芝 浦に 碇泊して います。 何んでも 荷物の 積 込み 

が 遅れた とかって 船主の 督促で、 昨晚 日が 暮れてから 

まま こじょうき えいこう 

修繕が 終る と、 その 儘 大急ぎで 小蒸汽 に 曳航 されて 

しゅ つきよ 

出渠し ました。 そうです ねえ、 今日の 正午 だそう で 

すから、 もう 四時 間 もす ると 出帆です。』 

にゅうきょ 

『有難う。 で、 その 船 は 五日 前の 朝 入渠した と 言い 

ましたね？ すると、 あの 被害者が 行方不明 になった、 

つまり 殺された 日の 朝です ね？』 

『ええそう です。 』 



『じゃあ 構内の 宿泊所に は、 その 晚天祥 丸の 船員が 

泊って いた 訳です ね？ つま リ、 夜業はなくて も、 こ 

の 造船所の 構内に は、 その 晚天祥 丸の 船員が いたんで 

すね？』 

『ええ。 まあ、 少々 はですな。』 

『と 一一 一一 n.- つと？』 

つま おんな ところ 

『詰り、 八 〇 パ ー セント は 淫売 婦の処 II という 意 

味です。』 

よ わか にゅうき よせん 

『好く 判りました。 で、 その 日 天祥丸 以外に 入渠 船 

が ありまし たか？』 

『なかったです。』 



ント 吾が 親友 青山 喬介 だ。 驚いた 私の 前へ、 続いて 現 

れ たの は、 ガッチ リ捕緦 を 掛けられた、 船員ら しい 色 

の 黒い 何処と なく 凄味の ある 標悍な 青年 だ。 二人の 

まち 

警官に 護ら れ ている。 

ともな ドック 

喬 介に 伴われた 一行が、 二号 船渠の 海に 面した 岸 

あた 

壁の 辺りまで 来た 時に、 どき まぎ 〔# 「どき まぎ」 は マ 

マ〕 しながら 彼等に ついて 行った 私に 向って、 初めて 

喬 介が 口 を 切った。 

『君。 天祥 丸の 水夫 長、 そして 殺人犯 人 矢 島 五郎 君 を 

紹介す るよ。』 

喬介 はそう 言って、 捕緦を 掛けられた セ ー ラ ー を 私 



だ あざやか 

丈け 鮮 に 喜 三郎の 心臓 を 突き刺す 事が 出来る と 思う 

ちょ つと し ここ 

かい？ 一寸 六ケ 敷い 話 だ。 そこで 僕 は、 先程 此処 を 

さっそく 

出る と 早速 山 田 源 之 助の 遺族 を 訪ねて、 源 之 助が 右 利 

きであった 事 を 確め て 見た。 ところが 其処で 一層 都 

ぜん 

合の 良い 事に は、 喜 三 郎と源 之 助の 二人 は、 三年 前 ま 

で、 どうだい 君、 天祥 丸の 水夫 をして いたんだ ぜ。 そ 

こで 僕 は 充分の 自信 を 持って 芝 浦まで 出掛け、 予定の 

行動 を 取つ たんさ。 外で もない。 まだ 出帆 前の 天祥丸 

の 船長に 逢って、 頭文字の 配列が G • Y となる 男が 乗 

組 員の 中に 何人 あるか 調べて 貰った。 すると 事務長の 

八木稔 と言うのと、 この 水夫 長の 矢 島 五郎 君の 二人 だ。 



おやじ 

ところが、 事務長の 八 木 稔の方 はもう 五十 近い 親爺 だ。 

それに 引き換えて 水夫 長の 矢 島 五郎 君 は、 船長 も 驚い 

いわゆる 

ている 程の 凄腕なん だが、 年 はま だ 二十 九 歳の 所謂 例 

の 「若僧」 と言われた 部類に 属しと る。 で、 僕 は 早速 

矢 島 君に こっそりと 面会して、 あの ジャックナイフ を 

買い取って 呉れん かと ヮ タリ 〔# 「ヮ タリ」 は 底本で は 

「ヮ タリ 匕 を 付けて 見たん さ。 すると、 ナイフ を 見た 

矢 島 君 は、 途端に ダァ とな つ て 震えながら 百 圓札を 一 

枚 気張って 呉れた よ。 で、 僕 は 札 を 受取る 代りに、 矢 

ほじょう 

島 君に 捕緦を 掛けさして 貰つ たんさ。 先生、 多少 は 

駄々 を 捏ねた がね。 なに、 大した 事はなかった よ。』 



カフス 

喬介 はそう 言って、 笑いながら 右腕の 袖口 を まくし 

あ ほうたい にじ 

挙げて 見せた。 手首の 奥に 白い 繃帯、 赤い 血 を 薄く 滲 

ませて 巻かれて あった。 

『じゃあ 一 体、 山 田 源 之 助 はどうな つた と言うんだ 

い？』 

f\ ま たず 

ごつ くりと 唾 を 飲み込みながら 私が 訊ねた。 〔# 底 

本で はこの 行 1 字 下げして いない〕 

『さあ、 それなん だが ね —— 』 

喬介は 振り返って、 遠 去け てあつた 矢 島 五郎の 側ま 

で 歩み寄る と、 傍の 警官に は 眼 も 呉れず、 こう 声を掛 

けた。 



地団駄 〔# ルビの 「じたんだ」 は ママ〕 踏んで いる。 喬介 

ままえ -P 

は 微笑みながら 再び 海上へ 眼 を 遣った。 五分 程す ると、 

梯子の 下へ 潜水夫が 戻って 来た。 見る と、 原 田 喜三郎 

と 同じ様に、 両腕 を 後手に 縛り あげられた 屍体 を、 背 

中に 背負つ ている。 

『あ ッ！ 源さん だ。』 

とっぴ 

今まで ポンプ を 押していた 職工の 一 人が、 突飛 もな 

い 声で 叫んだ。 矢 島 は、 ガック リと顔 を 伏せて その 場 

しま 

へ 坐り込んで 了った。 

源 之 助の 屍体に は、 喜 三郎の 屍体に 見られた 様な 打 

撲募ゃ 擦り傷はなかった。 只、 心臓の 上に、 同じ 様な 



のかね？』 

喬 介の 質問に、 キッと 顔 を 挙げて 矢 島 は、 自棄糞に 

高い 声で 喋り 出した。 

『こうな り や あ、 何も彼も ぶちまけ ちまうよ。 三年 前 

まで 二人 は あっしと 一 緒に 天祥 丸に 乗り組ん でいたん 

ちょうど みなみし な 

だ。 と- 」 ろが 丁度 天祥 丸が まだ 新品で 南 支那 へ 遠航を 

やって た 時 だ。 この 前の 船長で、 しこた まこれ を 持つ 

てた 柿 沼って 野郎 を、 あっしが 暴風の 晚に 海ん 中へ 

叩ッ 込んで、 ュダ みて えに 摑み 込んで やが つた 金 を 

しま 

すっかり ひったく つたの を 一 一人が 嗅ぎ付けて 了つ たん 

だ。 そ W を あの 晚ゴ タゴタ 並べ て 強請りに 来たんだ。 



だ。 つまり、 あの 鉄工 場の 裏で 突き殺された 二つの 屍 

こ こ おもし 

体 は、 此処まで 運ばれ、 重を附 けられて 海中へ 投げ込 

ちょうど ドック とせん す 

まれる。 丁度 二号 船渠の 扉 船の 直ぐ側 だ。 それから 四 

日経て 昨日の 晚だ。 修繕の 終った 天祥丸 は、 K 造船 ェ 

いとま ご 

場に 暇乞い をして 芝 浦へ 急行し なければ ならない。 そ 

しゅっきょ ドライ. ドック ともん 

こで 出渠の 作業が 始まる。 第二 号 乾船渠の 扉 門の 注 

いきおい ドック 

水孔 は、 バルブ を 開いて、 恐し い 勢 で 海水 を 船渠の 

きょ もん おもし 

中へ 吸い込み 始める。 すると 渠 門の 近くの 海中へ 重 

を 着けられて 沈められ、 綱の 長さで コンブ 見たい に ふ 

わりふ わりして いた 屍体 はどうなる？ 何ん の 事 はな 

めんくら 

い 面 喰った 魚と 同じ 事 だよ。 直径 二 尺 五寸の 鉄の 穴に、 



傷 だらけに なりながら 恐し い 力で 吸い込まれ、 コンク 

きょて い ちょうど 

リ ー トの渠 底へ 叩き付けられ るんだ。 丁度 その 日天祥 

丸の セ— ラ— が、 誤ってぶ ちまけ たと 言う 機械油の 上 

を、 惰性 〔# 「惰性」 は 底本で は 「隋性 匕 の 力で 押し流さ 

やが ドック きょ もん 

れる。 驢て 船渠が 満水に なると、 渠門は 開かれて 天祥 

こじょうき ひ せんてい 

丸 は 小 蒸 汽で曳 き 出される。 浮力の 加減で 船底に ハリ 

まま そとうみ 

ツイて いた 喜 三郎の 屍体 は、 その 儘 連れ出されて 外海 

へ 漂流す る 訳 だ。 勿論、 源 之 助の 屍体が そんな 眼に 逢 

わなかった の は、 屍体の 位置と 注水 孔 との 距離の 遠近 

とか、 重に 縛られた 綱の 長短と かが 影響して いたに 

違いな いんだ —— 。』 



底本： 「新 青年 復刻版 昭和 7 年匸月 (^巻^: 号)」 

本の 友 社 

1990 年^ 月 発行 

※この 作品 は、 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 

表記に あらためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 

表記 を あらためました。 なお、 底本の ルビ は 適宜 取り 

除き、 現代の 送り仮名と 異なる 漢字と 難読 語に ふりが 

なを 残しました。 また、 文中の 接続詞の 「迄」 は 読み 

易 さ を 考えて 「まで」 に 変えて います。 

入力 ： 大野 普 

校正 " 小 林繁雄 
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